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1 2 3 4 5 6

1 ዪᡣ三十භḷ௝画ᖂ ◎

代表的なዪᛶḷ人36人の絵ጼと、その和ḷを描いた一ᖂの画෉。見開きのྑに和ḷを、ᕥにそれそれのዪᡣの絵ጼ
を᭩いている。ዪᡣの各図は、὾町⊁野家ึ代⊁野ᒲಙ(ᐶ文2年～ᐆỌ5年・1662㻙1708)のసと▱られる。和ḷの➹
者は「ዪᡣḷ௝御➹者目㘓」が付ᒓしており、外㢟近⾨基⇊をྵめ、36人のබཀが1人1㤳䛵つ᭩いている。市指定文
化財

2 田淵家文᭩ ◎ 11 30 ●

赤穂ሷ田最大のሷ業者・田淵家所ⶶの文᭩類。田淵家は尾ᓮ村から新὾村に移ఫし、ᘏᐆ5（1677）年からሷၥ屋を
経Ⴀした。ᘏா5(1748）年にはⶶඖ役に就௵し、江戸後期には東西のሷ田あわせて106町歩を有する᪥ᮏ最大のሷ田
地୺に成長した。文᭩類は総ᩘで1,137௳、代々当୺の造ユが深かったⲔ道➼のㅖ෉子や⸬୺御成りに関するグ㘓な
どが残されており、新὾村の発展、ሷ田地୺の多ゅ経Ⴀの実態、豪ၟの生活ぶりが❚える資料である。市指定文化財。

3
赤穂東὾ಙ用㉎㈙
利用組合文᭩

◎ 11 30 ●

東὾ሷ田は、明治38(1905)年のᑓ኎බ社発足時には152町4཯2␇21歩を誇り、生⏘高は133,000石(明治43(1910)年)
に㐩していた。ᑓ኎ไ度下で大正13(1924)年に赤穂東὾ಙ用㉎㈙利用組合が成立したが、この組合が昭和47(1972)
年に解ᩓするまでの約༙世⣖のグ㘓がこの文᭩であり、᪥ᮏ〇ሷ業における⃭動を物ㄒる㈗㔜資料である。市指定文
化財。

5 東὾ሷ田ඖἈ郭跡石☃ ● 11 30 ● ●
兵庫県立赤穂海὾බ園東㥔㌴場入口近くの小බ園内にある、高さ70䟛、ᖜ2ｍの石☃。正面に「東὾ሷ田ඖἈ郭୐␒
跡」、裏には「平成୐（1995）年三᭶建之」と้まれている。

6
東὾ሷ田ඖἈ郭
一␒跡石☃

● 11 30 ● ●
赤穂ඖ⚘䝇䝫ーツ䝉ンター近くの小බ園内にある、高さ95䟛、ᖜ2ｍの石☃。正面に「東὾ሷ田ඖἈ郭一␒跡」、裏には
「平成୐（1995）年三᭶建之」と้まれている。

7
東὾ሷ田東海水尾
୐␒跡石☃

● 11 30 ● ●

かつての東海水尾୐␒跡であった御ᓮබ民館前に建てられた石☃で、高さ153䟛、ᖜ30䟛の石☃。正面に「東὾ሷ田
東海水尾୐␒跡石☃」「昭和ᅄ（1929）年廃田」とあり、裏面には「昭和භ十一（1986）年三᭶䚷赤穂市ᩍ⫱ጤဨ఍建之」
とある。

8 ሷ田風景☢石㝡板 ● 11 30 ●
東὾බ園の西南部、中広御ᓮ線の横᩿地下道ฟ入口の壁面に、入὾ሷ田のస業風景やᯞ᮲架の風景画が48ᯛの☢
石㝡板を用いて㣭られている。高さ1.2ｍ、ᖜ2ｍの大きさで、平成6（1994）年に設置された。

9 東海北向地ⶶ ● 12 ● ● ඖ⚘16（1703）年に造立された୸᙮りᆘീ。ീ高80䟛を測る。

10 භ地ⶶ(東海) ● 12 ● ● 昔の三᫕跡に残されたභ地ⶶで、ീ高85䟛を測る。

11 地ⶶ(三ᓮ) ● 12 ● ● 三ᓮの堂内にある、ീ高50䟛の୸᙮りᆘീ。海からᣠい上げた地ⶶを♭っているという。

12
ఀ和㒔ẚ኎神社の
ᡭ水㖊

● 12 ● ●
ลയ事௳の後、赤穂ὸ野家が᩿⤯となり、大石内ⶶ助Ⰻ㞝が御ᓮから⯪によってி㒔へ向かった後、ඖ⚘14（1701）年
に地域ఫ民らがそのグᛕに寄進したものとఏわる。

13 භ十භ部中౪養ሪ ● 12 ● 仏道をᴟめた人の౪養ሪであり、ᘅ度寺は納経ሪとしている。文ᨻ8(1825)年建立。

14 ඼᪥ᗡྃ☃ ● 12 ●

ኳ明(1781～1788)の頃から඼᪥ᗡ⋡いる川東社というತㅊ䜾ループがあり、文化・文ᨻ(1804～1892)にかけて活発に活
動していた。඼᪥ᗡ᐀໶についてはヲしくุっていないが、ⷚ村や一Ⲕとおおむね同時代の人とみてよい。このྃ☃は
現存する၏一のものである。ᛕ仏᐀のಙ௮生活を後༙生に㏦った人のようである。ⰸ門の流れをỮむ設立者ᰗ田ᐮ᱈
が正⚟寺境内にྃ☃を残した。文ᨻ8(1825)年建立。

15 ⚗ⵉ㓇☃ ● 12 ●
⮯いのきつい野⳯(䝛䜼・ニラ・ニンニク類)は不ίであり㓇はίᛕを஘すので、ඹに清ίな正⚟寺の門内には、入ること
を⚗䛪るということ。文ᨻ4(1821)年建立。

16 御ᓮ開発グᛕ☃ ● 13 ●
大正14（1925）年に西ᮏⱱྜྷらによって赤穂土地合資఍社が設立されて、道路敷設やᏯ地造成などの開発が行われた
ことを㢧ᙲするために昭和22(1947)年に建立された。

17 ᛅ㨦☃ ● 12 ● ● 御ᇸⅉ台そばに建てられたᛅ㨦☃。

18 田淵氏ᗞ園 ◎ 11 13 30 ● ●

田淵氏ᗞ園は、Ⲕீ㟢地と᭩院ᗞ園から成り、三ᓮ山のഴ斜を利用して山㝿にⲔீを、平地に᭩院を配してᵓ成され
ている。上部に明㐲ᴥ、中腹に᫓陰ᩪ、下部に᭩院と池ᗞが配置され、᫓陰ᩪを中心とする㟢地から下部の᭩院ᗞ園
まではஂ田᐀参のసᗞとされている。建築、ᗞ園ともに当代一流の造Ⴀがなされ、௒᪥まで当時のጼをよくとどめた名ᗞ
として昭和62(1987)年5᭶、国名຾に指定された。平成18(2006)年5᭶19᪥、敷地すべてが名຾⠊ᅖに㏣ຍ指定され
た

19 ఀ和㒔ẚ኎神社 ●
11
12

13 30 32 33 ● ● ● ●

市内၏一のᘧ内社で、祭神はఀ和㒔ẚ኎大神。『播ᕞ赤穂郡ᚿ』によると、かつて␚ᒾ(大園)にあった社が後に移され
たという。境内にはᜨẚᑑ神社・㔠ẚ⨶神社が合♭。ᮏẊ前の文化13(1816）年㖭の≻≟は㖭文のあるものでは市内最
古。またඖ⚘14(1701)年のᡭ水㖊も残る。

20 正⚟寺 ● 12 ● ● ●

正保3(1646）年、ὸ野長直が城下に建立した後、ᐶ文12(1672）年には花岳寺内に移設。ඖ⚘14(1701）年、Ⰻ㞷和ᑦが
現在地にⰋ㞷ᗡを建て、Ọ保3(1706）年に⿵㝀山正⚟寺とした。Ⰻ㞷と大石Ⰻ㞝のᅖ◻「஧Ⰻの対ᒁ」の寺として有
名。明治6(1873）年、思ㄔ小学ᰯが当寺を௬ᰯ舎として開ᰯ。ลയ事௳後の大石らのᬤஒい≧が残る。境内にはኳ保
10（1839）年造立の子Ᏻ地ⶶがある。

21 ᘅ度寺 ● 12 30 35 ● ●

新὾村の開拓にకい明ᬺ3(1657）年に᪥᝿ᗡが開創、ᘏᐆ2(1674）年にᖖ光山ᘅ度寺となる。開山は♳⚏によりᖸば
つをᩆった㡰㄃Ꮩᛕ。ඖ治ඖ(1864）～明治4(1871）年に、ൔ成ඖによってㄞ᭩を中心とした寺子屋が開かれ、ᮏ堂は
かつて赤穂城下町に所在した㐲林寺にあったᮏ堂を移築したものとఏえる。境内には明治40（1907）年造立の「馬頭観
世㡢⳶⸃」と้Ꮠされた板☃石仏がある。赤穂の昔話には、ሷ田ᖸ拓➼村の開発に大きく㈉⊩したᏙᛕの寺、海印寺
（後のᘅ度寺）のゝわれが残されている。（赤穂の昔話）

22 光ᚨ寺 ● 12 ● ●

ί土┿᐀大谷ὴの寺院で、ᮏᑛは㜿ᘺ㝀ዴ᮶。ᐶ文7(1667）年に௮西寺として創建、ᘏᐆ2(1674）年に東有年の黒沢
山光明寺中の光ᚨ院を移転し、寺号を光ᚨ寺と改めた。開山は玄ᬛで山号はⓑ㞼山。ᐷẊ造のᮏ堂は、ா保7(1722）
年に東有年の黒沢山光明寺中の光ᚨ寺にあった堂を移築、஧階建のᴥ門・㝮ᴥはᐶ保2(1742）年に建立されたとい
う

23 法㞼寺 ● 12 ● ●
昭和30（1955）年に建立された᪥ⶈ᐀の寺院で、開山は∵尾文ၨ。山号はၨᫀ山。寺と御ᓮ展望台広場との間に建て
られた「南無ጁ法ⶈ華経」と้まれたᐆሪは昭和27（1952）年の建立である。

24 大ᖌ堂1䚷(東海） ● 12 ● ● 「十一面観㡢⳶⸃」と呼ばれるീ高67䟛のᘯ法大ᖌീ。「ᮏᑛ十一面観世㡢」「୐十஑ばん」のグ㍕。

25 大ᖌ堂2䚷(東寺） ● 12 ● ●
大ᖌ堂内にある༙⫗᙮りのᘯ法大ᖌീが2体Ᏻ置されている。「ᮏᑛ⸆ᖌዴ᮶」「୐十୐ばん」の石仏と「ᮏᑛ㜿ᘺ㝀ዴ
᮶」「୐十八ばん」の石仏が୪んでᏳ置されている。

26 大ᖌ堂3䚷(東寺） ● 12 ● ●
板☃形光⫼をもつ、༙⫗᙮りのᘯ法大ᖌീ。ᮏ᮶はീ高80䟛のものがษ᩿されて地ⶶ部分のみ分㞳されている。
「小㇋ᓥ➨十ᅄ␒」のグ㍕。

27 大ᖌ堂4䚷(西寺） ● 12 ● ● ീ高67䟛を測る、༙⫗᙮りのᘯ法大ᖌീ。「十一ばん」のグ㍕。

28 大ᖌ堂5䚷（西寺） ● 12 ● ● ീ高41䟛を測る、༙⫗᙮りのᘯ法大ᖌീ。

29 大ᖌ堂6䚷(西山) ● 12 ● ●
「十一面観㡢⳶⸃」と呼ばれるീ高60䟛のᘯ法大ᖌീ。「ᮏᑛ十一面観世㡢」「八十භばん」のグ㍕。ീと台石の石ᮦ
が␗なる。

30 大ᖌ堂7䚷(山ᡭ) ● 12 ● ● 大ᖌ堂内にᏳ置されているീ高32䟛の୸᙮りのᘯ法大ᖌീ。ീと台石の石ᮦが␗なる。

31 大ᖌ堂8䚷(三ᓮ山) ● 12 ● ● 三ᓮ山の大ᖌ堂内にあるീ高45䟛のᘯ法大ᖌീ。「十භばん」のグ㍕。

32 御ᓮ観㡢堂 ● 12 35 ● ●

東海に7つの木〇の観㡢ീが流れ╔き、それをᣠって大ሯ屋が♭ったのが始まりとఏえる。その後は岡ᮏ家が⟶⌮して
いたが、❓ஈして木ീは኎༷されたという。赤穂の昔話では、備前国の西大寺から流れ╔いた観㡢様の話が残されて
いる。（赤穂の昔話）

33 ኳ⌮ᩍ赤穂分ᩍ఍ ● 12 ● ● 東海にある赤穂市で最古のᩍ఍。早川᐀助氏の子౪の身上をᏲ護いただいていたという。

34 旧岡ᮏ家屋敷跡 ● 11 30 ●

岡ᮏ善兵⾨はもとⲨ஭（高◁市）でሷ業をႠんでいたが、東὾ሷ田開拓にకって正保3(1646）年、新὾村に移りఫん
だ。以㝆、ጲ路⸬㡿内から入὾ሷ田の新ᢏ⾡を身に╔けたሷ民たちが移ఫし、新ሷ田の開拓によって新὾村は大きく
発展していった。新὾村で財をなした岡ᮏ家も、現在ではその跡地が残されるのみとなっている。この屋敷跡は、赤穂
森⸬時代に津山から移ఫした岡ᮏ家のものという説もある。

35 東὾ሷ田跡 ● 11 30 ● ●
かつては水尾の張りᕠらされたሷ田であったが、現在は県立赤穂海὾බ園や県立赤穂高➼学ᰯ、ఫᏯ地となってい
る。

36 水尾跡 ● 11 27 30 ● ●
ሷ田に海水を入れる水路として、また上Ⲵ舟が用いる運河として築かれた⁁を「水尾」と呼び、現在でもその名残をまち
なみや風景の中に見ることができる。なお上Ⲵ舟は昭和13(1938)年、㝣㌷への上Ⲵ舟ᚩ用によりᾘ⁛した。

37 百間ἼṆ ● 11 30 ● ● 水尾に千種川の運ぶ土◁が流れ込み、ᇙ積しないように築かれたἼṆ。

38 ၈⯪土ᡭ ● 11 30 ● ●
ᐶ文7（1667）年、၈⯪山を㉳点として築造された東὾ሷ田の最も外ഃの防₻ሐで、大土ᡭと呼ばれた。現在は道に
なっている。

39 ሷ田水尾入口跡 ● 11 30 ● ● かつての東὾ሷ田における水尾の入口で、ここからⲴ揚舟がฟ入りした。

40 ሷ田給水䝫ンプ跡 ● 11 30 ● ●
近代の東὾ሷ田において、⃰度の高い海水を取り入れるために、山を㉺えて河口から㐲い海岸から取水を行った施
設。

41
みなと䜂ろば
(ሷ಴庫・〇ሷᕤ場跡)

● 11 30 ● ●
かつての東὾の〇ሷᕤ場跡。現在では赤穂ඖ⚘䝇䝫ーツ䝉ンターに隣接する県有地に、䝇䝫ーツ施設、イ䝧ント広場と
して整備されている。

名　称 もの 場№ こと 解　説
地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化
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1 2 3 4 5 6
名　称 もの 場№ こと 解　説

地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化

42 御ᇸⅉ台 ● 13 27 ● ●
播磨ℿを⯟行する⯪⯧の道しるべとして昭和38(1963)年に設置された。南は播磨ℿに面しᅄ国やᓥ々を見ることがで
き、北に赤穂の市街地を一望できる䝇䝫ット。

43 東御ᓮ展望台 ● 13 ● ● 瀬戸内海のᓥᕋ景観を望むことができる。大石内ⶶ助ീあり。

44 ᱜ・ᱵ林 ● 13 ● ● ᱜは三ᓮ山一帯に、ᱵは御ᓮ展望台広場(赤穂東御ᓮබ園)の斜面に整備されており、観光䝇䝫ットとなっている。

45 赤穂 Ἠ街 ● 13 ● ●

昭和44(1969)年に開に海内戸瀬。名改に「Ἠ 穂赤」、し発開を源Ἠいし新に年(0002)21成平、はἨ ᓮ御穂赤たし‮
ᾋかぶᓥ々やᅄ国を見渡せる䝻ケーシ䝵ンで、宿の部屋や㟢ኳ風࿅から⨾しいኤ᪥や風景が眺められる。瀬戸内海の
⨾しさ、目の前の海から⋓れるᖾがሓ⬟できる。

46 観光道路 ● 13 27 ● ● 昭和34（1959）年に開通。

47 海岸ἢいの遊歩道 ● 13 27 ● ● 大正14（1925）年、赤穂土地合資఍社（西ᮏⱱྜྷら）による開発が開始されて以㝆につくられたと思われる。

48 ඖ⚘橋 ● 11 27 ● ●
赤穂市内において現存する၏一の鉄〇トラ䝇橋。昭和6（1931）年❹ᕤ、橋長24.9ｍ、ᖜဨ5ｍ。ぶ柱は花ᓵᒾ〇ᅄゅ
柱。橋の名前はඖ⚘時代から採った。

49 大橋跡 ● 11 27 ● ● ●
御ᓮの旧市街地から、〇ሷᕤ場へ行く㝿、水尾を渡るために設置された橋。⯪の通行のため、㊴ね橋になっていた。昭
和30年代に廃Ṇされたが、現在も橋台が残っている。

50 赤穂コール䝗䝻ン⑞跡 ● 13 ● ● 「赤穂コール䝗䝻ン」と名付けられたᕧ大なカルデラ跡の、㝗入したマ䜾マの⑞跡が見られる。

51 ỿ㝆海岸 ● 13 ● ●
ỿ㝆海岸とは㝣地のỿ㝆によって生じた海岸のことで、尾根はᓁに、谷は入江となり、」㞧な海岸線をつくっている。赤
穂の海岸線はᇙめ立ててできた場所を㝖き、ほぼこの海岸が見られる。

52 ၈⯪山 ● 11 13 35 ● ● ● ●
兵庫県内でᶆ高の一␒పい山で、かつて社があった。昔話には、山の上で足㋃みするとよく㡪き、昔の၈の⯪がᇙまっ
ている、または海㈫の財ᐆがᇙまっているなど、ᩘ々のゝいఏえがある。（赤穂の昔話）

53 ␚ᒾ(大園) ● 12 13 32 ● ● ●
『播ᕞ赤穂郡ᚿ』には「昔の社は大園にあり、ഹの⚆なり、ኳ和（1681～1684）のṈ௒の地に移す。大園は௒の鳥஭（鳥
ᒃ）の東の大ᒾをபう」とある。現在は通称「␚ᒾ」と呼ばれ、₻の引いた時には㝣続きとなる。

54 㮆護ᒾ(御前ᒾ) ● 12 13 32 ● ● ●
『播ᕞ赤穂郡ᚿ』には「神前の海中に大ᒾあり、㮆護ᒾという。₻஝く時は現われ、満るときはἐす。ᅇ⯪これがために◚
ᦆす。Ṉ海を㐣るものᠳれ䛪とபうことなし。௒そのためにᶆ木を建つ」とある。

55 思ㄔ小学ᰯ発⚈の地 ● ●
明治5(1872)年の学ไබᕸをうけて、明治6(1873)年3᭶20᪥に正⚟寺を௬ᰯ舎として新὾村（現在の御ᓮ）にึめての
小学ᰯとなる思ㄔ小学ᰯが発足した。

56
大ᖌさんの஭戸
⭜᥃けᒾ

● 12 ● ●

御ᓮの山ᡭ地区に「大ᖌさんの஭戸」と呼ばれるඹ同஭戸があり、この஭戸の⬥にあるᡥ平な石を「大ᖌさんの⭜᥃け
ᒾ」と呼ぶ。ᘯ法大ᖌが඲国行⬮の㏵中に御ᓮの地をゼれ、この஭戸のഐらのᒾに⭜᥃けたという。以᮶、この஭戸が
あるところを「⭜᥃山」と呼ぶようになった。

57 大石名残の松 ● 13 ● ● ●
大石内ⶶ助は城を明け渡し、ඖ⚘14(1701）年6᭶༙ばにጔ子を新὾ より大坂に㏦った。自らも同年6᭶25᪥にி㒔山
科に向けて同 からฟ立した㝿、ఱ度も松を見㏉したことから、名残の松のఏᢎができたという。

58
東὾ሷ田䝰䝄イクタイル
絵図

● 11 30 ●
東὾බ園の中ኸにある、⦪4.5ｍ、横3ｍのカラータイル䝰䝄イクの東὾ሷ田絵図。東὾の各ሷ田がカラ䝣ルにⰍ分けさ
れ、名称がグされている。

59 瀬戸内海国立බ園 ● 13 ● ●

昭和9（1934）年に㞼௝、㟝ᓥとともに᪥ᮏึの国立බ園に指定された。備ㆭ瀬戸を中心に⣖ῐ・㬆門・関門・豊予の4
つの海ᓙにᅖまれ、広い海域と点在するᓥ々、それらを望む㝣地の展望地がබ園区域として指定されている。⠊ᅖは1
ᗓ10県、海域をྵめると90୓haを㉸え、国内最大の国立බ園。大小ᩘ々のᓥでᵓ成された内海の多ᓥ海景観が≉ᚩ
で、ἢ岸の㝣域に展望地が多ᩘ存在する。

60
兵庫県立赤穂海὾බ園
(赤†・ⓑ†)

● 11 13 30 ● ● ●

地域の自然⎔境や赤穂のṔྐ的⫼景を生かし、昭和62(1987)年、広大なሷ田跡地につくられたබ園。園内には、䝔ニ
䝇コート、遊園地（わくわくラン䝗）、ሷの国（ሷ田を᚟ඖ）などが整備され、西播磨地域の多様な䝇䝫ーツ、䝺クリ䜶ーシ䝵
ン㟂せをᢸう。

61
赤穂市立海ὒ科学館・ሷ
の国

● 11 30 ● ●

兵庫県立赤穂海὾බ園内にあり、瀬戸内海とሷ・海ὒ科学・赤穂の自然科学に関する資料が展示されている。隣接す
るሷの国では、揚὾ᘧ・入὾ᘧ・流下ᘧሷ田などの〇ሷ施設が᚟ඖされており、㔩屋での〇ሷస業の実₇や、入὾ᘧ
ሷ田での὾引き・集◁・₻かけなどの὾స業の体㦂、ሷ䛵くり体㦂が楽しめる。

62
赤穂市立野外活動
䝉ンター

● 13 ● ●
キ䝱ンプ、野外⅕㣤、ハイキン䜾などの野外活動が楽しめる施設。瀬戸内海とᱜを楽しめる。

63
赤穂市立⨾⾡ᕤⱁ館・田
淵グᛕ館

● 11 13 30 ●

江戸時代前期よりሷ田、ሷၥ屋などをႠんできた「田淵家」より平成6(1994)年10᭶に⨾⾡ရ、古文᭩類が赤穂市に寄
贈され、それを展示保存する施設として平成9(1997)年に開館。寄贈された⨾⾡ရは、᪥ᮏ画、᭩、Ⲕ道ල、፧礼道ල
など多ᒱにわたる。中でもⲔ道ලが多く、季節ឤを大ษにした展示が行われている。

64 ᱈஭䝭ュー䝆アム ● 13 ●
ᖥᮎから明治にかけて↝かれていた「ᗁの㞼ⅆ↝」を᚟活させた᱈஭氏が、平成23（2011）年に開館した⨾⾡館。㞼ⅆ
↝のほか様々な⨾⾡ရや、ᩘ多くの水⍆❍が展示されている。

65 赤穂瀬戸内❔(㞼ⅆ↝) ● 13 ●

㞼ⅆ↝は、჆Ọ5(1852)年に大ᔱ㯤谷(஑㑻ḟ)によって考᱌されたもので、「新土ᡭ↝」とも呼ばれた。⊂≉の光沢のあ
る⫙Ⰽの↝き物で㔙⸆を施さ䛪、ኤ᪥にᫎえる㞼の景Ⰽのような赤と黒の❔ኚが≉ᚩ的である。残されたసရにはⲔ
入・水指・㤶合・ᡭ↎・ⅆ入・⅊ჾなどのⲔჾが多い。㞼ⅆ↝は㯤谷以㝆後継者がいなく᩿⤯していたが、近年、この❔
でᢏ法が෌現された。

66 ၈⯪䝃ン䝡ー䝏 ● 13 ● ● 瀬戸内海国立බ園内にあり兵庫県立赤穂海὾බ園に隣接している。瀬戸内海の景Ⰽと、₻ᖸ⊁り、海水ᾎを楽しめ
る

67 ⚟ᾆ海水ᾎ場 ● 13 ● ●
瀬戸内海国立බ園内にあり、赤穂 Ἠまでᚐ歩すぐというዲ䝻ケーシ䝵ンに఩置する。඲長150㼙の὾には海の家があ
り、シー䝈ンには家᪘㐃れで㈰わう。

68 ᜊ人の⪷地 ● 13 ● ● ●

瀬戸内海が一望できる赤穂御ᓮにあるఀ和㒔ẚ኎神社は、古くから⦕結びの神様として▱られており、平成25（2013）
年にはその周辺が㻺㻼㻻法人地域活ᛶ化支᥼䝉ンターから「ᜊ人の⪷地」のㄆ定をཷけた。神社では「ᜊみくじ」も䜂け
る。

69 きらきら坂 ● 13 ●
ఀ和㒔ẚ኎神社一帯は前面に播磨ℿが開け、☾ఏいに遊歩道なども整備されている。神社から海へ向かう坂道が近
年「きらきら坂」と呼ばれ、ᕤⱁ関ಀのアトリ䜶や人Ẽの㣧食ᗑなどが୪ぶ䜶リアとなっている。

70 赤穂⥽通ᢏ法 ◎ ●

჆Ọ年間（1848～1854）、中広の児ᓥなかはబ㈡とሜの⥽通を観察してその原料や織方を◊✲し、織ᶵを〇స。慶応
年間（1865～1868）に現在の原ᆺを考᱌。⥽通生⏘を開始した。新὾村の子ዪを労ാ者として御ᓮに⥽通場に開か
れ、明治・大正時代に㝯盛したが戦時中の⥥花㍺入ไ限によって⾶㏥。赤穂市は残されていたᢏ法を赤穂⥽通ᢏ法と
して無形文化財（ᕤⱁᢏ⾡）に指定した。平成3（1991）年からは赤穂⥽通織方ᢏ法ㅮ⩦఍を開ദ、後継者⫱成にດ
め、現在は᚟活している。

71 御大ᖌㅮ ● 12 ●

新὾村の大ᖌಙ௮はほとんど大正期以㝆に♭られたというグ㘓とఏᢎをᣢち、஭戸などかつての水利ඹ同体と深い⧅
がりがある。各地区の大஭戸はಶ人ではなくඹ同஭戸であり、村内合ຊのみでなく隣村や旅⯪からの᥼助によって᥀ら
れた。現在も4᭶にはお大ᖌ祭りが開ദされている。

72 ₻ᖸ⊁り ● 13 ● ● ၈⯪䝃ン䝡ー䝏で行われる赤穂の季節の風物詩。

73 ᪥ᮏのኤ陽百㑅 ● 13 ● ●
御ᓮは景観にᜨまれた土地で、御ᓮから望むኤ᪥は、㻺㻼㻻「᪥ᮏ列ᓥኤ陽とᮅ᪥の郷䛵くり協఍」によって「᪥ᮏのኤ
陽百㑅」に㑅定されている。

74 一目஬千ᮏのᱜ ● 13 ● ●
赤穂御ᓮでは、海岸の斜面約3㼗㼙にわたって䝋䝯イ䝶シノが植えられており、「一目஬千ᮏ」のキ䝱ッ䝏䝣䝺ー䝈でᱜの名
所となっている。

75 鳥ᒃからの眺め ● 13 ● ● ఀ和㒔ẚ኎神社の鳥ᒃからの眺めは、御ᓮを代表する景観である。

76 ၈⯪山からの眺め ● 13 ● ● 瀬戸内海のᓥᕋ景観が広がる。

77 赤穂御ᓮからの眺め ● 13 ● ● 瀬戸内海のᓥᕋ景観が広がる。

78 坂のまちと路地景観 ● 11 13 ● ●
御ᓮは平地をሷ田とするため、江戸時代にはୣ㝠地にまちを築いた。斜面をⓏる୺せ道と、そこからὴ生する路地道が
≉ᚩ。

79 御ᓮ ● 36 ● ●
地名。市域の南➃で播磨ℿに✺きฟた三つのᓮ、つまり␚ᒾのあるᓁと、⚟ᾆと୓஬㑻谷の間のᓁと、鳥石（通称䠖ライ
オンᒾ）のあるᓁに由᮶する。

80 東海 ● 36 ● 地名。江戸中期は小舟もฟ入りしていた。渡海。

81 大ሯ ● 36 ● 地名。東隣の尾ᓮ大ሯ古ቡによる。

82 ඖሷ町 ● 36 ●
地名。東὾土地区画整⌮事業によって昭和46(1971)年5᭶に新しくできた町名。ሷ田跡なので「ሷ」のᏐを残すために
ඖሷ町という町名をసった。

83 ᮏ水尾町 ● 11 30 36 ● ● 地名。東὾土地区画整⌮事業によって昭和46(1971)年5᭶に新しくできた町名。ሷ田地のᏐᮏ水尾をとって町名とし
た

84 ඖἈ町 ● 11 30 36 ● ● 地名。ሷ田地の「ඖἈうつろ（土೫に郭）」から。

85 御ᓮマルシ䜵 ● 13 ●
赤穂 Ἠ街の一ゅで、毎᭶➨三᪥᭙᪥に地ඖᗑ⯒の他、ಶ人やస家など有ᚿによる市を開ദ。通称「きらきら坂」を 䝯
イン通りとして、ఀ和㒔ẚ኎神社の境内から東の海ഃへとᗑ⯒が୪ぶ。




